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い
よ
い
よ
師
走

　
福
岡
管
区
気
象
台
は

先
日
、
九
州
北
部
地
方

も
、
暖
冬
傾
向
か
ら
平

年
よ
り
寒
く
な
り
そ
う

な
ど
と
す
る
予
報
を
発

表
し
た
が
、
こ
の
と
こ

ろ
よ
う
や
く
カ
レ
ン

ダ
ー
と
季
節
の
イ
メ
ー

ジ
が
し
っ
く
り
と
来
る

日
が
増
え
て
き
た
。

　
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で

ク
リ
ス
マ
ス
に
関
連
し

た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
さ
れ
ク
リ
ス
マ

ス
、
歳
末
商
戦
に
向
け

た
飾
り
付
け
た
装
飾
や
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
な
ど
も
見
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
今
年
も
「
い
よ
い
よ

感
」
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
数
日
前
に
は
歳
暮
や
正

月
用
の
料
理
の
予
約
用
チ
ラ
シ

が
、
我
が
家
の
郵
便
受
け
に
入
っ

て
い
た
。
ま
た
、
先
日
は
友
人
た

ち
が
、
忘
年
会
に
つ
い
て
あ
れ
こ

れ
話
し
て
い
た
。

　「
辰
（
た
つ
）」
年
の
今
年
も
早

い
も
の
で
、
１
か
月
余
り
で
暮
れ

る
。
ま
さ
に
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」

で
、
毎
年
、
こ
の
時
季
に
な
る
と

感
じ
る
事
で
は
あ
る
が
、
時
の
ス

ピ
ー
ド
が
年
を
追
う
ご
と
に
加
速

さ
れ
、
そ
の
加
速
の
幅
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
よ
う
。
本
紙
の
紙
面

で
も
そ
ろ
そ
ろ
師
走
、
年
の
瀬

ム
ー
ド
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
ろ
で
、
今
年
の
発

行
も
来
月
12
月
の
４
回
を
残
す
ば

か
り
で
あ
る
。

　
今
年
の
自
分
の
新
聞
づ
く
り

は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や

様
々
な
災
害
の
発
生
か
ら
、「
地

球
を
愛
し
な
さ
い
　
地
球
を
讃
え

な
さ
い
　
平
原
、
谷
、
丘
、
海
を

讃
美
し
な
さ
い
　
静
か
な
　
誰
も

い
な
い
場
所
で
　
あ
な
た
の
魂
を

休
め
な
さ
い
　
な
ぜ
な
ら
　
す
べ

て
の
生
命
（
い
の
ち
）
は
　
地
球

か
ら
の
贈
り
物
で
す
　
そ
し
て
生

命
は
　
生
き
物
だ
け
で
な
く
　
す

べ
て
の
も
の
に
与
え
ら
れ
て
い
る

の
で
す
」
―
の
詩
を
紹
介
。

　
今
年
は
変
化
が
形
を
表
し
て

動
き
出
す
年
で
、
島
を
取
り
巻

く
社
会
に
あ
っ
て
も
、
都
市
と
田

舎
、
貧
富
の
差
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
格
差
が
広
が
る
中
で
、
何
か

新
た
で
前
向
き
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と

向
か
お
う
と
す
る
人
々
の
心
の
流

れ
、
そ
う
し
た
も
の
の
働
き
と
い

う
か
、
兆
し
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
で

あ
っ
て
も
、
感
じ
ら
れ
る
年
に
な

る
の
で
は
。

　
そ
の
働
き
、
兆
し
に
通
じ
る
言

葉
と
し
て
は
「
芽
を
出
す
」「
点

す
」「
動
く
」「
生
む
」
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
個

人
や
社
会
に
と
っ
て
、
様
々
に

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
言
葉
で
は
あ

る
が
、
言
葉
か
ら
行
動
へ
、
考
え

て
論
じ
合
う
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
最
も
前

向
き
な
考
え
を
実
行
し
て
い
る
状

態
を
表
し
て
い
よ
う
ー
な
ど
と
書

い
て
ス
タ
ー
ト
。
春
か
ら
は
新
な

新
聞
づ
く
り
に
追
わ
れ
る
毎
日
と

な
っ
た
。

　
こ
の
年
の
11
か
月
間
を
振
り

返
っ
て
、
先
に
書
い
た
よ
う
に
、

今
日
ま
で
の
自
分
は
、
そ
う
し
た

考
え
を
実
行
し
続
け
る
こ
と
が
出

来
て
い
た
だ
ろ
う
か
、
は
た
し
て

現
時
点
ま
で
の
点
数
を
つ
け
る
と

す
る
と
ど
れ
ぐ
ら
い
の
点
数
が
…

で
あ
る
。

　
残
る
１
か
月
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
、
体
験
を
ま
と
め
、
来
年
へ

と
つ
な
が
る
自
分
な
り
の
何
か
導

き
出
す
頃
で
、
不
安
を
持
ち
こ
さ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
期
間
と

し
た
い
。

市内の３校から出場、熱戦
本年度・中学生剣道新人大会

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪

少
年
剣
道
育
成
大
会

ダ
イ
エ
ー
横
の
特
設
会
場
で
開
催

第
７
回
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
キ
ッ
ズ
の
部

選手宣誓をする外町ビクトリー土井克也主将

鯨伏に決勝点の 1点入る

市内外19チーム、２８４人が熱戦
チームワークを発揮して鯨伏が３位
市長旗争奪・少年軟式野球大会

中原副市長から賞状など手渡される鯨伏

３
日
間
で
延
べ
２
４
０
人
が
受
講

「
名
将
」・
吉
村
明
氏
が
来
島
、
指
導

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
技
術
講
習
会シュートの手首の使い方を指導する吉村氏

元気にボールを追う子どもたち

　
壱
岐
少
年
軟
式
野
球
連
盟

（
立
石
忠
裕
会
長
）
主
催
の
「
市

長
旗
争
奪
玄
界
灘
親
善
少
年

軟
式
野
球
大
会
」
が
23
日
か

ら
25
日
ま
で
の
3
日
間
、
芦

辺
町
、
ふ
れ
あ
い
広
場
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

旧
那
賀
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

青
嶋
球
場
、
郷
ノ
浦
町
、
大

谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、

優
勝
を
目
指
し
た
選
手
た
ち

の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。

　
青
少
年
健
全
育
成
の
一
環

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

児
童
の
心
身
鍛
錬
と
、
島
外

か
ら
の
参
加
チ
ー
ム
と
の
友

情
の
和
を
図
り
、
少
年
野
球

の
技
術
の
向
上
に
努
め
、
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
、
今
年
で
９

回
目
と
な
る
今
大
会
に
は
、

市
内
の
７
チ
ー
ム
に
福
岡
、

佐
賀
の
両
県
か
ら
12
チ
ー
ム
、

合
計
19
チ
ー
ム
、
２
８
４
人

が
出
場
、
試
合
は
、
ふ
れ
あ

い
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
開

会
式
で
、
前
大

会
の
優
勝
チ
ー

ム
、

唐

津

市
、

外

町

ビ

ク

ト

リ
ー
・
土
井
克

也
主
将
の
元
気

い
っ
ぱ
い
の
選

手
宣
誓
の
あ
と

４
会
場
で
、
３

日
間
に
わ
た
る

熱
戦
の
火
ぶ
た

が
切
っ
て
落
と

さ
れ
た
。

　
天
候
に
恵
ま

れ
た
最
終
日
は

午
前
９
時
か
ら

３

位

決

定

戦
、

決
勝
戦
が
午
前

11
時
か
ら
、
い
ず
れ
も
ふ
れ

あ
い
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ

り
、
3
位
決
定
戦
で
は
接
戦

を
も
の
に
し
な

が
ら
勝
ち
進
ん

だ
鯨
伏
少
年
野

球

ク

ラ

ブ

が
、

福
岡
県
、
宇
美

ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ

球

団

と

対

戦
、

鯨
伏
が
一
丸
と

な
り
終
盤
で
上

げ

た

１

点

を
、

見
事
な
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
守
り

抜
き
、
３
位
を

勝
ち
取
っ
た
。

　

決

勝

戦

は
、

唐
津
市
、
湊
マ

リ
ー
ン
ズ
と
同

市
、
鬼
塚
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
が
対
戦
、
５
―

２
の
ス
コ
ア
で
湊
マ
リ
ー
ン

ズ
が
優
勝
し
た
。

　
壱
岐
少
年
剣
道
育
成
会
（
上
川

幸
一
会
長
）
の
本
年
度
第
33
回
壱

岐
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪
・

壱
岐
少
年
剣
道
育
成
大
会
が
こ
の

ほ
ど
開
か
れ
、
団
体
戦
は
小
学
低

学
年
・
高
学
年
の
両
部
門
を
石
田

少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ
、
中
学
生
の

部
を
石
田
中
学
校
剣
道
部
Ａ
が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

　
大
会
の
お
も
な
成
績
は
次
の

通
り
。
小
学
生
は
少
年
剣
道
ク

ラ
ブ
、
中
学
生
は
各
校
剣
道
部
。

《
団
体
戦
》

◎
小
学
生
▼
低
学
年
▽
①
石
田

Ａ
▽
②
同
Ｂ
▽
③
郷
ノ
浦
▼
高

学
年
▽
①
石
田
Ａ
▽
②
郷
ノ
浦

▽
③
石
田
Ｃ

◎
中
学
生
▽
①
石
田
Ａ
▽
②
郷

ノ
浦
Ａ
▽
③
同
Ｂ

《
個
人
戦
》

【
女
子
】

◎
小
学
生
▼
低
学
年
▽
①
高
村

柚
衣
香
（
錬
心
舘
）
▽
②
山
川

陽
茉
里
（
石
田
）
▽
③
呼
子
芽

穂
（
錬
心
館
）
▼
高
学
年
▽
①

安
川
涼
菜
（
石
田
）
▽
②
高
下

智
瑛
（
芦
辺
）
▽
③
上
川
歩
華

（
石
田
）

◎
中
学
生
▽
豊
田
玲
実
（
石

田
）
▽
②
山
口
紗
英
（
同
）
▽

③
竹
下
藍
里
（
芦
辺
）

【
男
子
】

◎
小
学
生
▼
３
、
４
年
生
▽
①

中
上
悠
大
（
石
田
）
▽
②
豊
本

昴
甫
（
郷
ノ
浦
）
▽
③
下
条
寛

（
石
田
）
▼
５
年
生
▽
①
久
間

拓
海
（
郷
ノ
浦
）
▽
②
赤
木
大

志
朗
（
田
河
）
▽
③
藤
本
幸
汰

（
石
田
）
▼
６
年
生
▽
①
上
川

喬
史
（
石
田
）
▽
②
平
田
健
裕

（
同
）
▽
③
新
田
陸
（
田
河
）

◎
中
学
生
▽
①
山
川
颯
太
（
石

田
）
▽
②
平
田
佑
太
（
同
）
▽

新
田
空
（
芦
辺
）

　
壱
岐
剣
道
協

会
、
市
中
学
校

体
育
連
盟
主
催

の
本
年
度
中
学

生
剣
道
新
人
大

会
が
こ
の
ほ

ど
、
郷
ノ
浦
中

学
校
体
育
館
で

開
か
れ
、
郷
ノ

浦
、
芦
辺
、
石

田
の
３
校
が
参

加
、
団
体
戦
に

は
郷
ノ
浦
と
石

田
の
両
校
、
個

人
戦
は
男
子
15
人
、
女
子
8
人

の
23
人
が
出
場
し
て
熱
戦
を
展

開
し
た
。

　
ま
た
、
同
大
会
の
団
体
戦
優

勝
チ
ー
ム
と
個
人
戦
の
優
勝
、

準
優
勝
の
選
手
は
来
月
16
日
に

行
わ
れ
る
県
中
総
体
新
人
大
会

へ
の
出
場
資
格
が
与
え
ら
れ

た
。
　

　
大
会
の
お
も
な
成
績
は
次
の

通
り
。

◎
団
体
戦

▽
優
勝
・
石
田
中
学
校

◎
個
人
戦

▼
男
子
▽
優
勝
・
山
川
颯
太

（
石
）
▽
準
優
勝
・
重
松
和

輝
（
郷
）
▽
３
位
・
大
上
和
人

（
石
）、
山
川
椋
太
（
同
）

▼
女
子
▽
優
勝
・
豊
田
玲
実
▽

準
優
勝
・
山
下
真
歩
▽
山
口
紗

英
（
以
上
、
石
田
）、
竹
下
藍

里
（
芦
）

　
壱
岐
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の

第
７
回
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
・
キ
ッ
ズ
の
部
は
18
日
、
芦

辺
町
、
ダ
イ
エ
ー
横
の
特
設
会

場
で
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
ボ
ー
ル
を
追
い
、
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
姿
に
大
き
な
歓
声

が
湧
い
た
。

主
な
成
績
は
次
の
通
り
。

◎
Ｕ
―
８
（
１
・
２
年
生
）

▽
①
芦
辺
パ
ワ
ー
ズ
▽
②
勝
小

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
▽
③
レ
ア
ル
石

田
、
渡
良
イ
レ
ブ
ン

◎
Ｕ
―
10
（
３
・
４
年
生
男
子

＆
男
女
混
合
）

▽
①
盈
科
ラ
ブ
♡
▽
②
石
田

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
▽
③
か
す
い

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ァ
イ
ヤ
ー
Ｇ
２
、

鯨
っ
子
セ
ブ
ン

◎
同
（
３
・
４
年
生
女
子
）

▽
①
な
で
し
こ
渡
良
②
田
河
レ

イ
ン
ボ
ー
７
▽
③
筒
城
っ
子

３
・
４
年
Ｇ
、
那
賀
小
エ
イ
ト

　
壱
岐
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
（
西
村
宏
章
会
長
）
主
催
の

「
吉
村
明
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

技
術
講
習
会
」
が
23
日
か
ら
25

日
ま
で
の
3
日
間
、
石
田
町
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
本
市

の
壱
岐
、
壱
岐
商
業
の
両
高
校

に
市
外
か
ら
猶
興
館
高
校
、
佐

世
保
商
業
高
校
、
郷
ノ
浦
、
石

田
、
芦
辺
の
３
中
学
校
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
ら
延
べ
約

２
４
０
人
が
受
講
し
て
開
か
れ

た
。

　
講
習
会
は
、
市
内
の
同
競
技

の
普
及
と
競
技
力
普
及
を
目
的

に
、
高
校
の
同
競
技
界
の
ト
ッ

プ
を
ゆ
く
中
村
学
園
女
子
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
指
導
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会

員
、
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

強
化
委
員
な
ど
務
め
、
「
名
将

と
呼
ば
れ
る
吉
村
氏
を
講
師
に

招
き
、
同
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
安
間
詩
織
（
３
年
）
＝
主

将
、
Ｕ
18
日
本
代
表
候
補
な
ど

＝
、
水
上
千
聖
（
２
年
）
＝

新
チ
ー
ム
主
将
＝
、
井
上
春

佳
（
同
）
＝
新
チ
ー
ム
ゲ
ー
ム

キ
ャ
プ
テ
ン
＝
の
３
選
手
も
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

　
吉
村
氏
は
、
2
日
目
に
行
わ

れ
た
講
習
で
は
、
練
習
な
ど

に
入
る
前
の
ス
ト
レ
ッ
チ
で

は
、
ど
こ
の
筋
肉
を
動
か
し
て

い
る
の
か
な
ど
意
識
し
て
、
そ

の
部
分
を
ゆ
す
り
な
が
ら
行
う

と
よ
り
効
果
が
期
待
で
き
る
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
は
、

縄
跳
び
を
取
り
入
れ
、
２
～
２

分
30
秒
間
程
度
、
２
重
、
３
重

跳
び
も
組
み
合
わ
せ
て
行
う
。

体
幹
を
鍛
え
る
の
に
も
よ
い
。

で
き
る
だ
け
ボ
ー
ル
に
触
れ
る

よ
う
に
心
が
け
、
ボ
ー
ル
を
扱

う
感
覚
を
養
う
こ
と
が
大
切
―

な
ど
と
話
し
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
韓
国
の
選
手
た
ち

が
、
シ
ュ
ー
ト
を
す
る
際
の
体

の
使
い
方
の
違
い
や
シ
ュ
ー
ト

後
に
ケ
ガ
を
し
な
い
着
地
の
仕

方
、
手
首
の
使
い
方
な
ど
に
つ

い
て
解
り
や
す
く
説
明
、
指
導

し
た
。


